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ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」 

平成 22 年 9 月 8 日 

各      位 

  東京都港区東新橋一丁目 9番 2号 

株式会社ビットアイル 

代表取締役社長兼ＣＥＯ 寺田 航平 

（コード番号：3811） 

問合せ先：取締役管理本部長 
深井 英夫 

電話 03－6252－3522 

 

中期(３ヵ年)経営計画について 

 
 当社は中期３ヵ年（平成23年７月期から平成25年7月期）の中期経営計画につきまして、下記のとお

り策定をいたしましたのでお知らせをいたします。 

 

1. 概要 

データセンター市場は、企業の経営資源の集中やコスト削減を実現させることを目的としたＩＴア

ウトソーシングニーズ、通信技術の進化、ｉＰａｄやスマートフォンに代表されるデバイスの進化・

多様化、それらに対応するためのコンテンツサイドのニーズ等を背景に堅調に拡大しており、平成 21

年に 8,158 億円であった市場が、平均成長率 12.8%で推移し、平成 25 年には 1 兆 3,213 億円となるこ

とが見込まれております。（ＩＤＣジャパン株式会社より） 

また、企業における IT インフラへのニーズは、これまでの「所有」するというスタンスから「利用」

するというスタンスへと変化しております。企業の更なるコア事業への集中とスピーディーなビジネ

ス展開に対応するために、IT インフラの柔軟な構築・運用、運用負担の軽減、効果的な投資の実現を

目的としたクラウドコンピューティングの活用が浸透し始めております。クラウドコンピューティン

グの市場規模については、平成 21 年の 312 億円であった市場が、平均成長率 35.6%で推移し、平成 26

年には 1,432 億円と見込まれております。（ＩＤＣジャパン株式会社より） 

 

そのような中、当社は品川データセンターと、平成 21 年 2 月に開設した文京データセンターにおい

てサービスを展開しております。両データセンターは、顧客企業にとってもシステムの構築や運用に

関わる各種ベンダーにとっても利便性が高い都心部に立地しているだけでなく、都市型インターネッ

トデータセンター（ｉＤＣ）として最大級の規模とスペックを備えているため、当社は拡大する市場

環境を背景に堅調に事業を展開しており、前期末時点にて、品川データセンターにおいては稼動率が

90％を超え、文京センターにおいても今期スタートする大口契約も含め成約ベースで 5 割以上の稼動

に達しております。 

当社といたしましては、今後の増え行く需要に対応するために、高い稼動率で推移している品川デ

ータセンターにおいて、平成 23 年秋に 688 ラックの新設を予定し、当社ｉＤＣサービスの売上の拡大

に努めてまいります。 
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 また、マネージドサービスにおきましては、大手ＳＮＳのオープン化に伴い、それらにコンテンツ

を提供するコンテンツプロバイダーにとっては、手軽に参入でき大きな収入を得られるチャンスを持

てる一方、いかに安価に運用体制をアウトソースできるかが大きなテーマとなっているため、短期間・

短納期でｉＤＣの各種サービスが利用できるソーシャルアプリケーションパッケージの提供や、平成

21 年 9 月より始めたクラウドサービスの拡充等、絶えず顧客視点でサービスを提供してゆくことで、

ｉＤＣサービスを上回る売上の確保に努めてまいります。 

 

そして、企業のアウトソーシングニーズが多種多様でスピーディーな対応が求められている現在に

おいて、よりレイヤーの高いアウトソーシングサービスを目指し、ネットワークやストレージ、そし

てプラットフォーム領域における広範囲なクラウドサービスや、当社連結子会社の株式会社ビットサ

ーフが展開している人材派遣サービス、同じく株式会社テラスが展開しているホスティングサービス

や動画配信プラットフォームサービス等の分野を拡大するとともに、今後拡大が見込まれる電子書籍

等の分野につきましては、「libura(ライブラ）」という新たなサービスの展開により事業基盤を強化し

てまいります。更に、アライアンスやＭ＆Ａを視野に入れ、総合ＩＴアウトソーシング企業として、

ｉＤＣ以外の事業領域の立ち上げ・拡大を目指してまいります。 

 

以上を踏まえ、新たに始まった平成23年７月期から平成25年7月期の３ヵ年につきまして、下記の

とおり中期経営計画を定めました。当社にとって、大型の文京データセンターの稼動率向上による利

益の大幅向上と、その原資を利用した新たなサービス領域への挑戦の時期と捉え、全社一丸となって、

社会に対して今まで以上に大きな付加価値を提供できる企業として成長していきたいと考えておりま

す。 

 

2. 計数計画 

 計数計画は、下記のとおりです。 

※平成23年7月以降の計画については、営業利益+減価償却費 

以上 

 

（当資料取り扱い上のご注意） 

本リリース記載の将来の業績見通しに関する事項、特にご参考の箇所については、本資料

発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際は今後様々な要因

によって記載されている内容と異なる場合があります。 

 
平成 22 年 

7 月期(実績) 
平成 23 年 

7 月期（計画） 
平成 24 年 

7 月期（計画） 
平成 25 年 

7 月期（計画） 
売 上 高 9,731 12,000 15,500 20,000 
営 業 利 益 1,376 1,850 2,550 3,450 
経 常 利 益 1,070 1,600 2,300 3,200 
経 常 利 益 率 11.7% 13.3% 14.8% 16.0% 
営業キャッシュ・ 
フ ロ ー （ ※ ） 

3,988 3,580 4,670 5,870 


